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　あさぎり町立あさぎ
り中学校（毎床三喜男校
長）の３年生が今月９日
に、自身が卒園した保育
園・保育所で保育体験学
習を行いました。思いや
りの心を育み、生徒が保
育実習を通して子ども
たちとの心の触れあい
や、働く意義を学び、そ
の中で自分で何ができ
るのかを身をもって体

験することを目的に実施されました。
　同町の岡原保育所（尾方鈴子所長）には７名の生徒が訪れ、お月見
をテーマに、折り紙やお絵かきをする子ども達の補助を行ったり、園
庭に出て子ども達と鬼ごっこや砂遊び一緒にしたり、また給食を一緒
に食べたりなど、終始笑顔が絶えない楽しい保育体験を行いました。
生徒達も自分の子どもの頃を思い出したり「あんなことやってたなあ」
など、当時を振り返える
ことができたようでした。
松本瑠奈さんは「子ども
たちは可愛かったけれど、

（お世話するのは）大変で
した。以前は色んな物が
大きいなあと思っていた
けれど、小さく感じられ、
私も大きくなったのだな
あと思いました」と、自
らの成長を実感した様子
でした。

懐かしさと仕事の大変さを知った保育実習

　中学生による第３６回「少年の
主張」県大会があり、多良木中１
年生の田嶋瑠衣さんが優秀賞を受
賞しました。田嶋さんは、カナダ
にホームステイした時に感じた「カ
ナダで気づいた、日本の心」と題し、
コミュニケーションの取り方の違
いや、言葉の違いなどについて発
表しました。ホームステイを経験
したことで、気持ちの受け取り方
や、表現の仕方が違うという「文
化の違い」を学んだようです。こ
れからは、他の国の文化について
も勉強し、日本文化と比較し、日
本人にしかできない表現を学び「日
本の心」をもっと大切にしたいと

話していました。そして将来は色んな国に留学したいそうです。

「少年の主張」県大会で優秀賞を受賞

　多良木町立黒肥地小学校の放
課後子ども教室では、児童らが
地域文化を学ぶ目的で「球磨拳」
を習得中です。今月の７日には
特別講師として、熊本県 PR マ
スコットキャラクターで、熊本
県営業本部長の ” くまモン ” が登
場し、会場となった体育館に大
歓声が響きました。
　くまモン体操でウォーミング

アップした後、同町放課後子ども教室コーディネーターの西希さんが
司会進行を務められ、早速低学年の児童らを対象に、拳の勝ち方を学
ぶプログラムがありました。実際
に拳が出せないくまモンは、パネ
ルに描かれた拳で指導にあたり、
そのパネルに合わせて、勝てる拳
を描かれたウチワを児童らが出し
ながら、楽しく学びました。続い
て中・高学年の児童らは勝ち抜き
形式の球磨拳大会を実施。同町球
磨拳保存会（会長：那須長典さん）
メンバーの立ち会いのもと、優勝
を目指して好勝負を繰り広げまし
た。そして決勝戦は竹本拓斗君（５年生）と遥希君（４年生）の兄弟

対決となり、兄の拓斗君が見事優
勝しました。３年生から球磨拳
を始めた拓斗君は「初めて１位に
なって嬉しい」と、贈られた金
メダルの感想を語ってくれまし
た。今回２回目の球磨拳体験をし
たくまモンは「拳の型が沢山あっ
て難しかった。大会は白熱して凄
かったモン！」と、大会を総括し
てくれました。

くまモンと一緒に球磨拳大会

大きりん組　１０名
 担任  小田洋子 先生
　　　山下かおり 先生
　文化祭・農林商工祭・
地元の神社の祭りにむ
けて、遊戯と太鼓の練習
を頑張っています！皆
さん観に来て下さい。

多良木町立第三保育所

園児紹介
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多 良 木 警 察 署 だ よ り

たらぎ文化財カルタ

「槻木御大師堂のこうや槙」（県・県・町指定）　　槻木　下槻木
　御大師堂の大師坐像には、応永 19 年 (1412) 願主頼仙の銘

めい
があり

ます。頼仙は、上相良氏最後の領主頼観の弟です。像はヒノキの一木
造りで、高僧の相を模してあるといいます。堂の境内には樹齢 600 年、
樹高約 32m で目通りの幹周りが約 4m のコウヤ槙

まき
の大木があり、県

内でも代表的な槙の木ということで県指定の樹木となっています。ま
た、この槙の木の近くには、イチョウの大木があり樹齢はやはり 600
年と推定され、樹高も高くて目通りの幹周りが約 5.5m あり、町指定
の樹木となっています。両樹木ともに樹齢が 600 年を経ているとすれ
ば、御大師堂の造られたころに植えられたものと思われます。御大師
堂近くの集落下手には、『西郷橋』が架かっていたと伝えられています。

vol.18

（原稿提供：多良木警察署）

特殊詐欺の現状（平成 26 年 8 月末現在）

県内の窃盗犯現金被害額の
約 2.2 倍 !!

認知件数　46 件
被害総額　約2億4,100万円!

本年は、警察官騙りのオレオレ詐欺が連続発生したほか、
ロト 6 の当選番号の情報提供料や出会い系サイト等利用料
名目の架空請求が件数、被害額とともに急増 !!

一日約 100 万円の被害 !!

重 要 これは詐欺です !! 注 意 点
警察官や公的機関を名乗って現金を要求された
サイトの利用代金など身に覚えのない請求をされた
パンフレットが送られ、その後投資など儲け話があった
ロト６など宝くじの当選番号を教えるなどと言われた
＊おかしいな！と感じたら、必ず相談を＊

　今月４日から７日まで栃木県で行わ
れた「ねんりんピック栃木２０１４」に、
多良木町の梯伴則さん（６４歳）が弓
道競技の熊本県代表メンバーとして出
場されました。ねんりんピックとは全
国健康福祉祭の愛称で、６０歳以上の
方を中心として、あらゆる世代の人が
楽しみ、交流を深めることができる、
スポーツや文化の総合的な祭典で、厚
生労働省などが主催している全国大会
です。
　梯さんは見事県予選を突破し、１１
年の熊本大会以来、２回目の出場と

なりました。５人１組の団体戦で競われる本大会予選では、チームで
１７本の矢を的中させましたが、１本及ばず（１８本以上的中した上
位１６チームが予選突破）残念ながら予選敗退となってしまわれまし
た。「意気も合っていたし、意気込みもあったが残念」と、梯さんは悔
しがられていましたが「歓迎式、特に小中学生のおもてなしが大変良
かった」と、とても思い出に残る大会になったそうです。
　また梯さんは普段「あいあいスポーツクラブたらぎ」の弓道部の一
員として活動されています。
中学生の頃に剣道を始められ、
同じ武道でもあり、礼儀や作
法を重んじる弓道には、ずっ
と興味を持たれていたのが、
弓道を始められたきっかけだ
そうです。年齢を重ねられ「１
人でも出来るスポーツ」とい
うところにも魅力を感じられ
たそうで、約２０年前から弓
道を始められました。これか
らの時期は、各町村のお祭り
で行われる奉納祭などが目白
押しで「弓道人口を増やし、
盛り上げていければいいです
ね」と、今後の目標を語られ
ています。現在同弓道部では、
新たな会員を募集されていま
す。興味のある方は是非声を
かけて欲しいとのことでした。

「ねんりんピック栃木２０１４」に県代表で出場

（原稿・写真提供：球磨支援学校）

　小学部では、地域の小学校と交流及び共同学習を行なっています。
２学期は、小学校５校と６回実施し、体育館に出現した「ようかいラ
ンド」で一緒に遊びました。「ようかいランド」には、大型の滑り台「よ
うかいスライダー」やボールのやりとりをする「龍神の池」、ようかい
ランドを遊覧できる「ようかい列車」などたくさんの遊具があります。
交流校の友達と声をかけあって滑り台を滑ったり、２人乗りブランコ

「ほのぼーの」に乗って揺れを楽しんだ
りと、一緒に楽しく遊ぶことができま
した。終わりの会では、「支援学校の友
達と仲良くなれて嬉しかったです。」「一
緒に滑り台を滑って楽しかったです。」
などの感想を聞くことができました。
　今後も、お互いを認め、支えあいな
がら同じ地域で暮らす仲間として歩ん
でいくことができるよう交流及び共同
学習に取り組んでいきたいと思います。

ようこそ！「ようかいランド」へ！！

　１０月２４日に、多良木町
町民体育館にて第３保育所の
サッカー教室が開催され、年
少 ( ３才児 ) 〜年長 ( ５才児 )
まで２８名が参加しました。
今年で２回目の試みで、熊本
県サッカー協会の芝﨑健大さ
ん・井村慎吾さんの指導の元、
園児たちは一生懸命ボールを
使って体を動かしました。指
導した芝﨑さんは「ボールを

使って遊んでもらう事で、サッカーの楽しさを知ってもらい、外で元
気に遊ぶきっかけになってくれたら嬉し
い」とコメント。「私たちは園庭でよく
サッカーするのを観ているが、プロから
教わり、最初は上手にできない子もだん
だん上手になっていく様子がわかる。子
どもたちの素直さ・成長する姿が観れて
嬉しい。来年もできれば開催できたらと
思う」と那須 理佳主任。楽しいサッカー
教室で、園児たちにとっては充実感溢れ
る時間になった事でしょう。

楽しかったサッカー教室


